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市政ひろば

り
作
曲
さ
れ
た
校
歌
が
同
校
の
吹

奏
楽
部
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
田
市
長
は「
御
原
中

学
校
と
辰
美
中
学
校
の
歴
史
を
心

に
し
る
し
、勉
強
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
努
力
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
。同
中
学
校
の
三
谷
高た
か

資し

校

長
は「
新
た
な
校
風
を
つ
く
り
、新

し
い
中
学
校
を
創
造
し
て
い
き
た

い
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
９
日
の
入
学
式
で
新
入
生

78
人
を
迎
え
、西
淡
中
学
校
と
し

て
の
新
し
い
歴
史
を
刻
み
は
じ
め

ま
し
た
。　
　
　
　
　

「ま
ず
逃
げ
る
、
更
に
高
い
所
へ
」

～
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
周
到
な
準
備
を
！
～

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田　

勝
久

市
内
で
震
度
５
強
の
地
震
発
生

　

旧
御
原
中
学
校
と
旧
辰
美
中

学
校
が
統
合
さ
れ「
西
淡
中
学
校
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。旧
御
原

中
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
て
開
校

す
る
同
校
で
４
月
８
日
、開
校
式

が
２
、３
年
生
約
１
７
０
人
や
教
職

員
、地
元
自
治
会
長
た
ち
が
参
加

し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、旧
両
中
学
校
の
生
徒

が
考
え
た
校
章
が
刺し

繍し
ゅ
う

さ
れ
た
校

旗
の
授
与
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、公
募

に
よ
り
決
定
し
た
工
藤
和
久
さ
ん

（
青
森
県
）の
歌
詞
に
あ
わ
せ
作
曲

家
の
三
原
聡
さ
ん（
北
阿
万
）に
よ

　

平
成
27
年
の
新
庁
舎
の
開
庁
に

あ
わ
せ
て
市
内
21
地
区
で
開
設
さ

れ
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
こ
れ

に
先
駆
け
４
月
１
日
か
ら
市
内
５

地
区（
松
帆
、伊
加
利
、西
淡
志
知
、

神
代
、三
原
志
知
）の
モ
デ
ル
地
区

で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
４
月
１

日
、
西
淡
志
知
交
流
セ
ン
タ
ー
で

多
く
の
地
区
関
係
者
に
参
加
い
た

だ
き
、
モ
デ
ル
地
区
の
看
板
が
入

口
に
か
け
ら
れ
、
各
セ
ン
タ
ー
長

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
モ
デ
ル
地
区
で

実
施
検
証
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

全
地
区
で
の
開
設
の
方
向
性
を
決

め
る
自
信
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
、
西
淡
志
知
セ
ン
タ
ー
長
の
田

中
光
晴
さ
ん
（
志
知
北
）
は
「
地

　

 

今
回
の
淡
路
島
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
月
13
日（
土
）午
前
５
時
33

分
、平
成
７
年
１
月
17
日
早
朝

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
来
の
強
い
揺
れ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

強
い
揺
れ
を
感
じ
た
時
、南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
即
座

に
覚
悟
し
た
の
は
、私
だ
け
で

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

は
、島
内
他
市
と
比
べ
る
と
少

な
か
っ
た
と
は
い
え
、市
内
に

お
い
て
も
震
度
５
強
を
記
録
、

負
傷
者
３
名（
内
１
名
重
傷
）、

非
住
家
を
含
む
建
物
の
一
部
損

壊
等
が
１
５
４
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す（
４
月
21
日
現
在
）。

　

今
後
、高
い
確
率
で
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
市
と
し
て

　

４
月
13
日
午
前
５
時
33
分
、島
内

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

２
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。市
内
で

も
最
大
震
度
５
強
を
観
測
し
、市
民

生
活
や
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。防
災
グ
ッ
ズ
を
再
度

確
認
す
る
な
ど
し
て
余
震
や
今
後
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

備
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、自
主

防
災
組
織
を
始
め
と
し
た
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
、

そ
し
て
行
動
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
淡
路
島
地
震
に
お
い

て
は
、発
生
と
同
時
に
、南
あ

わ
じ
市
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、市
職
員
２
０
０
人
体
制
で

災
害
対
応
と
、被
害
調
査
な
ど

に
あ
た
り
ま
し
た
。し
か
し
、

市
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
対
策

に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
。地

域
の
命
は
地
域
で
守
る
。」

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、市
の
防
災
施
策
は

も
と
よ
り
、今
後
と
も
自
主
防

災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
、市

を
あ
げ
て
、地
域
を
あ
げ
て
の

防
災
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
市
内
の
被
害
状
況（
４
月
21
日
現
在
）

　

１
人
の
重
症
者
と
２
人
の
軽
傷

者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、86
戸

の
家
屋
で
屋
根
瓦
が
崩
れ
る
な
ど

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、市
役
所
中
央
庁
舎
ほ
か

公
共
施
設
で
一
部
損
壊
の
被
害
が

あ
り
、市
内
11
か
所
の
水
道
施
設

も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

◆
見
舞
金

　

市
で
は
、
今
回
の
地
震
で
住
ん
で

い
る
家
屋
に
一
部
損
壊
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
５
千
円
の
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
の
方
法
等
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
罹
災
証
明
書
の
発
行

　

各
種
届
け
出
に
必
要
な
罹
災
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
申
請

は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

出
張
所
、
連
絡
所
、
支
所
に
備
え

付
け
の
申
請
用
紙
に
被
害
写
真
を

付
け
て
申
請
く
だ
さ
い
。

▲市民交流センターの看板を掛ける西淡志知米
田自治会長(左）、田中センター長（右）と中田市長

▲委嘱状を受け取った各市民交流センター長

▲被災世帯を訪問する市職員　

各地区の人的被害及び建築物被害（４月21日現在）

▲地震で屋根瓦が崩れた住宅

▲市民交流センターを利用する市民

西
淡
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
!!

モ
デ
ル
地
区
で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

▲西淡中学校の校歌を歌う同校吹奏楽部員

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
Q
＆
A

Q
１
．
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
５

地
区
で
オ
ー
プ
ン
し
た
け
ど
、

何
が
で
き
る
の
？

A
．
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
証
明  

　
書
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
地

　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
（
地
域

　
づ
く
り
）
や
従
来
の
公
民
館
活

　
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
る

　
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

　
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
地

　
域
活
動
拠
点
」
と
し
て
設
置
し

　
て
い
ま
す
。

Q
２
．
発
行
で
き
る
証
明
書
と
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

A
．
は
い
。
発
行
で
き
る
も
の
と

　
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

《
交
付
で
き
る
証
明
書
》

　
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人

事
項
証
明
書（
戸
籍
謄
本・抄
本
）、

戸
籍
附
票
の
写
し（
全
部・一
部
）、

住
民
票
の
写
し
（
全
部
・
一
部
）、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
（
全
部
・

一
部
）、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所

得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
納
税

証
明
書

《
手
数
料
》

　
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人

事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本・抄
本
）

1
通
４
５
０
円
、
そ
の
他
の
証
明

書
１
通
３
０
０
円

※
証
明
書
発
行
に
は
、
官
公
署
が

発
行
す
る
有
効
期
間
内
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
の

で
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

３
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

◆
株
式
会
社
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ   

淡
路
島
工
場  

（
北
阿
万
）

◆
北
村
電
機
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

   

（
榎
列
）

◆
医
療
法
人
社
団
淡
路
平

成
会  

平
成
病
院
（
八
木
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
火

災
時
の
出
動
は
公
休
（
有
給
）
扱

い
と
な
る
な
ど
、
消
防
庁
の
協
力

事
業
所
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

の
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
い
る
現
在
、
全
国
で
も
消
防

団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
い

う
状
況
の
な
か
、
い
ざ
と
い
う
時

の
団
員
の
出
動
や
活
動
に
お
い
て

は
、
勤
め
先
の
会
社
や
事
業
所
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
省
消
防
庁
で

は
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
導
入
し
、
消
防
団
活
動
に

協
力
す
る
事
業
所
に
対
し
て
表
示

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
新
た
に
次
の

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式

▲３月２８日に表示証の伝達式が行われました

市内

緑地区 西淡地区 三原地区 南淡地区

3 1 2 - -

重症 1 - 1 - -

軽傷 2 1 1 - -

86 27 27 17 15

一部損壊 86 27 27 17 15

人的被害（人）

 住家被害（戸）

　
　

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団

※被害状況、見舞金、罹災証
明書申請等の内容は市のホー
ムページでもお知らせしてい
ます。　


